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空気の流れ・被害状況

1978年NO2の環境基準大幅改悪、87年公害指定地域全面解除等の日本の環境行政の後退変質

のために、大気汚染は野放しに近い状態になり、被害（患者）は増える-一方です。特に首都圏等の

都市部では、大気汚染は劣悪であり、喘息肺がん等の被害が増え続けています。

四日市以降の一連の大気汚染公害裁判は､その環境対策､被害の救済を命じてきました。しかし、

この一連の裁判の最終到達点とも言うべき、東京地裁判決はこれまでの西淀ﾉ||・川崎等などの被害

者側に立つ判決とはほど遠く、被害補償を受けた原告僅か7人、補償額僅少という、加害大手ジー

ゼル車メーカーの免責ばかりが際立つ異例の判決となりました。救済の急がれる中、事態の収拾に

東京高裁が動き、2006年9月、被害者救済の立場に立ち、「医療費救済制度の確立・謝罪と賠償金

拠出・今後の公害対策の推進」を目指す最終和解を勧告しました。原告患者側はそれぞれの被告側

との険しく精力的な交渉の果てに、一応一歩の前進と受け止め両者和解を決断しました。この結果、

都では離島も含め全地域の大気汚染全被害患者の医療費救済実現等目覚しい展開が見られました。

さて、神奈川ですが、大気汚染が県内全域に広がり、喘息肺がん等の被害が増え続けています。

県内の学童の健康調査で、喘息を訴える率は今も増加を続けています。

全国的に都市部ではこのような汚染状態ですが、国は新たな公害対策の実施をうたってはいるも

のの、NO2や粉塵[PM2.5]の合理的科学的規制値の制定にはあまり積極的ではありません。公害

地域の拡大再指定など被害救済についても同じです。より進化した規制措置、被害補償制度をつく

る運動を推進する必要があります。高速道路網による汚染など依然被害は深刻です。

なお、最近のガソリン不足、また経済不況のため各測定局で基準クリアーが増えている事実を見

守る必要があります。

今、グローバルな環境悪化が憂慮されています。海外の諸地域においても、大気汚染や酸性雨の

ために、多大な被害が発生している事は周知の事実です。自然環境が人力により蝕まれ、地表の生

命に不気味な影を落としています。さらに、エネルギーの浪費（特に戦争）による砂漠化異常気象

等の温暖化現象は地表の全ての生物に耐え難い打撃を与えています。

（大気汚染測定かながわ連絡会近藤博）
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